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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源装置、上記光源装置から射出された光束を変調して画像を形成するライトバルブ、
上記画像を拡大投写し、上記光源装置との間に空隙を設けて配置された投写光学装置、上
記投写光学装置からの光束を反射させるミラー、上記ミラーにて反射された光束を投影す
る透過型のスクリーン、上記光源装置、上記ライトバルブ、上記投写光学装置、上記ミラ
ー、上記スクリーンを内装する筐体、上記筐体内に配置され、内部に上記光源装置を配置
した排気ダクト、上記筐体のスクリーンと対向する側の背面に設けられ、上記投写光学装
置側に冷却風を供給する吸気口、上記筐体の背面側に設けられ、上記排気ダクトに接続さ
れた排気口を備え、上記排気口の下端は、上記吸気口の上端と同一線上か、上記吸気口の
上端より上方に位置し、かつ、上記排気口が上記吸気口の右側に位置する場合、上記排気
口の左端が、上記吸気口の右端と同一線上か、上記吸気口の右端より右側に位置し、上記
排気口が上記吸気口の左側に位置する場合、上記排気口の右端が、上記吸気口の左端と同
一線上か、上記吸気口の左端より左側に位置するリアプロジェクタであり、かつ、上記筐
体内に配置され、上記光源装置側に冷却風を吹き付ける排気ファン、上記排気ダクト内に
配設された投写光学装置冷却用ダクトを備え、上記排気ダクトの入り口側に上記排気ファ
ンが接続され、上記排気ファンから送られた冷却風の一部は、上記排気ダクト内の上記投
写光学装置冷却用ダクトに導入され、上記光源装置の下側を通って、上記排気ダクト外に
位置する上記投写光学装置と、上記光源装置との間に設けられた上記空隙に導入され、上
記投写光学装置を冷却し、上記排気口側に排出されることを特徴とするリアプロジェクタ
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【請求項２】
　上記排気ダクト内に配設されたランプ冷却用ダクト、光学エンジン冷却用ダクト、上記
筐体内に配置され、上記ランプ冷却用ダクトおよび上記光学エンジン冷却用ダクトに接続
されたランプ冷却用ファンを備え、上記ランプ冷却用ファンから送られた冷却風の一部は
、上記ランプ冷却用ダクトに導入され、上記光源装置を構成する反射鏡側に送られ、上記
反射鏡に設けられた開口部を介して上記反射鏡内部に導入され、上記反射鏡に設けられた
別の開口部を介し、上記排気口側に排出され、上記ランプ冷却用ファンから送られた冷却
風の一部は、上記光学エンジン冷却用ダクトに導入され、上記投写光学装置と上記光源装
置との間に設けられた上記空隙に導入され、上記投写光学装置を冷却し、上記排気口側に
排出されることを特徴とする請求項１記載のリアプロジェクタ。
【請求項３】
　上記排気口は、上記筐体背面内において、水平方向に伸び、水平な奥行き方向に所定の
幅を持つ第一の格子を、上下方向に所定の間隔を空けて連続的に配置してなる構造であり
、上記光源装置の枠体であるランプホルダーの水平な上面に、上記第一の格子と同方向に
伸び、上下方向に所定の幅を持つ第二の格子を、水平かつ上記光源装置の光軸と垂直な方
向に所定の間隔を空けて連続的に設け、上記光源装置からの光に対し、上記第一および第
二の格子の間隔と幅を調整して、死角を生じさせ、遮光したことを特徴とする請求項１記
載のリアプロジェクタ。
【請求項４】
　上記排気口に備える上記第一の格子の幅をＤ1、その間隔をＬ1とし、上記ランプホルダ
ーに備える上記第二の格子の幅をＬ２、その間隔Ｄ２とし、arctan（L１／D１）＜arctan
（Ｄ２／Ｌ２）の関係を満たす形状としたことを特徴とする請求項３記載のリアプロジェ
クタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リアプロジェクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　家庭用の大型テレビの一つとして、光源からの照明光を小型ＬＣＤや反射型ミラーデバ
イスなどのライトバルブにより変調して形成した画像を透過型のスクリーンに背面側から
拡大投写する投写光学装置を内装するリアプロジェクション方式のテレビ（リアプロジェ
クタ）が普及してきている。近年、このようなリアプロジェクション方式のテレビにおい
ては、広視野角化、薄型化、ローハイト化等が重要となってきている。視野角を広げるに
は、出力の大きな高輝度の光源等を用いて高輝度化する必要がある。一方、薄型化、ロー
ハイト化するには、投写光学装置を小型化することが必要である。しかし、投写光学装置
を小型化、高輝度化すると内部の発熱密度が上昇する傾向にあった。
【０００３】
　上述のような発熱の問題がある一方で、その投写光学装置の内部には、ライトバルブや
回転式のカラーフィルタや樹脂製のレンズなど、熱に弱い部品が多数使用されており、低
温に保つ必要があるため、高い冷却効率が要求されている。また、一般家庭で使用するた
め、低騒音であることも要求されている。以上から、投写光学装置を冷却する冷却装置に
は小型であるとともに高効率と低騒音を両立させることが重要となる。
【０００４】
　リアプロジェクタの冷却効率の低下を避けるために、吸気口と排気口を異なる側面に設
けたリアプロジェクタについて開示がなされている（特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２０８８１０号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載のリアプロジェクタは、筐体内部に、光源装置および電源系が、光学
系を挟んで互いに反対側に配置され、スクリーンの投写面に沿って配列されている。光源
装置上部に設置されたファンを用いて光源装置で発生した熱を吸い出し、筐体の側面に設
置された排気口から排気する。この構成においては、排気口は筐体側面にあるため、吸気
口が存在する背面に排気が回り込むことを抑制している。
【０００７】
　しかしながら、一般的な家庭においては、リアプロジェクタ等は室内の角部に配置され
ることが多く、その場合、画面は壁面に対して斜めに配置された状態となる。リアプロジ
ェクタ内の冷却に用いる空気は、リアプロジェクタの側面から背面側に回り込んで吸気口
に導かれるため、吸気口よりも下に位置する、側面に設置された排気口の影響を受けて温
度上昇して冷却効率が悪化する。
【０００８】
　また、特許文献１構成においては、筐体内部の空気を、ファンを用いて吸い出して排気
する必要があるため、ファンを用いて吹き付ける場合と比べて冷却効率が低下するという
問題があった。
【０００９】
　この発明は上記のような問題を解決するためになされたものであり、どのような設置形
態においても冷却効率が悪化しないような高冷却効率のリアプロジェクタを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係わるリアプロジェクタは、光源装置、上記光源装置から射出された光束を
変調して画像を形成するライトバルブ、上記画像を拡大投写し、上記光源装置との間に空
隙を設けて配置された投写光学装置、上記投写光学装置からの光束を反射させるミラー、
上記ミラーにて反射された光束を投影する透過型のスクリーン、上記光源装置、上記ライ
トバルブ、上記投写光学装置、上記ミラー、上記スクリーンを内装する筐体、上記筐体内
に配置され、内部に上記光源装置を配置した排気ダクト、上記筐体のスクリーンと対向す
る側の背面に設けられ、上記投写光学装置側に冷却風を供給する吸気口、上記筐体の背面
側に設けられ、上記排気ダクトに接続された排気口を備え、上記排気口の下端は、上記吸
気口の上端と同一線上か、上記吸気口の上端より上方に位置し、かつ、上記排気口が上記
吸気口の右側に位置する場合、上記排気口の左端が、上記吸気口の右端と同一線上か、上
記吸気口の右端より右側に位置し、上記排気口が上記吸気口の左側に位置する場合、上記
排気口の右端が、上記吸気口の左端と同一線上か、上記吸気口の左端より左側に位置する
ことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明に係わるリアプロジェクタは、光源装置、上記光源装置から射出された光束を
変調して画像を形成するライトバルブ、上記画像を拡大投写し、上記光源装置との間に空
隙を設けて配置された投写光学装置、上記投写光学装置からの光束を反射させるミラー、
上記ミラーにて反射された光束を投影する透過型のスクリーン、上記光源装置、上記ライ
トバルブ、上記投写光学装置、上記ミラー、上記スクリーンを内装する筐体、上記筐体内
に配置され、内部に上記光源装置を配置した排気ダクト、上記筐体のスクリーンと対向す
る側の背面に設けられ、上記投写光学装置側に冷却風を供給する吸気口、上記筐体の背面
側に設けられ、上記排気ダクトに接続された排気口を備え、上記排気口の下端は、上記吸
気口の上端と同一線上か、上記吸気口の上端より上方に位置し、かつ、上記排気口が上記
吸気口の右側に位置する場合、上記排気口の左端が、上記吸気口の右端と同一線上か、上
記吸気口の右端より右側に位置し、上記排気口が上記吸気口の左側に位置する場合、上記
排気口の右端が、上記吸気口の左端と同一線上か、上記吸気口の左端より左側に位置する
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リアプロジェクタであり、かつ、上記筐体内に配置され、上記光源装置側に冷却風を吹き
付ける排気ファン、上記排気ダクト内に配設された投写光学装置冷却用ダクトを備え、上
記排気ダクトの入り口側に上記排気ファンが接続され、上記排気ファンから送られた冷却
風の一部は、上記排気ダクト内の上記投写光学装置冷却用ダクトに導入され、上記光源装
置の下側を通って、上記排気ダクト外に位置する上記投写光学装置と、上記光源装置との
間に設けられた上記空隙に導入され、上記投写光学装置を冷却し、上記排気口側に排出さ
れることを特徴とするものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
実施の形態１．
　以下、本発明の実施の形態１におけるリアプロジェクタについて説明する。
　図１に、本発明の実施の形態１のリアプロジェクタ１の縦断面図を示す。この図１は、
スクリーン１０１の中心を通り、スクリーン１０１画面に対して垂直な面における断面図
である。図２に、リアプロジェクタ１の光源装置１０５の高さにおける水平方向の断面を
上方から見た横断面図を示す。なお、この図２においては、リアプロジェクタ１の機能説
明の上で簡単のために吸気口１１１と排気口１１８を同じ断面に示したが、実際はそれら
が配置される高さは、互いに異なり、後述する図３のように、吸気口１１１は排気口１１
８よりも下方部に位置するように配置がなされる。
【００１３】
　図３は、リアプロジェクタ１の背面の外観を示した背面側外観図である。図４は、リア
プロジェクタ１の光源装置１０５を通り、スクリーン１０１の面に垂直な方向の断面を、
リアプロジェクタの光源側側面側から、光源装置１０５からの光が出射される方向に見た
縦断面図であり、特に排気ダクト１１５（詳細は後述する。）内を示した要部断面図であ
る。図５は光源位置を通り、スクリーン１０１に平行な面におけるリアプロジェクタの縦
断面図である。それぞれの図において矢印で冷却風の流れを示す。
【００１４】
　リアプロジェクタ１は、投写光学装置１０７から射出された光学映像をミラー１０２に
より反射して透過型のスクリーン１０１に投影するものである。
　リアプロジェクタ１の筐体は、上部筐体１０３と、上部筐体１０３を下方から支持する
下部筐体１０４から構成される。上部筐体１０３の一面には、透過型のスクリーン１０１
を備え、筐体内の、これと対向する面にはミラー１０２を保持し、底面には投写光学装置
１０７が接続されている。この上部筐体１０３は、下部筐体１０４および投写光学装置１
０７とあわせて、全体で密閉空間を構成しており、内部への埃の侵入を妨げる構造となっ
ている。
【００１５】
　透過型のスクリーン１０１は、フレネルレンズおよびレンチキュラレンズを用いて構成
される。フレネルレンズは、投写光学装置１０７から出射され、ミラー１０２で反射され
、スクリーン１０１に到達した光束を平行光に変換する。レンチキュラレンズは、フレネ
ルレンズによって平行光に変換された光束を拡散光に変換し、広い角度からスクリーン１
０１上の映像を視認できるようにする。
　下部筐体１０４の上面に開口部が設けられており、この開口部から、投写光学装置１０
７から出射される光束が上部筐体１０３に入射する。
【００１６】
　下部筐体１０４のスクリーン面に対向する背面側には、吸気口１１１が配置される。吸
気口１１１は、投写光学装置１０７側に位置するライトバルブ１０６および制御回路基板
１０８を冷却するライトバルブ冷却用ファン１１０に外気を供給する。また、同下部筐体
１０４の背面側には、光源装置１０５から発生する発熱を排気する、排気ダクト１１５に
接続された排気口１１８を備え、さらに光源装置１０５を交換するためのランプカバー１
２０が設けられている。また、筐体の側面部には、図２、図３中において、筐体内の左側
に配置される電気回路基板１０９に外気を供給する電気回路冷却口１１９が配置される。
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【００１７】
　なお、図３のリアプロジェクタ背面側外観図には、図中左下に四角い枠が記載されてい
るが、その枠は、入出力端子板の配置を示している。また、図３中に、吸気口１１１と排
気口１１８との間の、上下、左右方向の距離を示す矢印が記載されており、その上下方向
の矢印は吸気口１１１上端と排気口１１８下端との鉛直方向の距離（高さの差分）を示し
、左右方向の矢印は、図３に例示するように、排気口１１８が吸気口１１１の右側に配置
される場合における、吸気口１１１右端と排気口１１８の左端との水平方向の距離（左右
方向の位置ズレ）をそれぞれ示している。
【００１８】
　投写光学装置１０７は、図２、図３中の左右方向での中央部に配置され、光源装置１０
５から出射された光束のうち、樹脂の劣化等を引き起こす紫外線を反射する紫外線フィル
タ３０１と、入射した白色光を色分解する回転式のカラーフィルタ３０２と、入射光束の
面内光強度分布を均一化するインテグレータロッド３０３と、インテグレータロッド３０
３から出射された光束をライトバルブ１０６に導くリレー光学系３０４と、ライトバルブ
１０６にて変調することにより生成した映像を拡大投写する投写光学系３０５を含んでな
る。この投写光学装置１０７において、動作時に発熱が生じる部材は、主に紫外線フィル
タ３０１と、回転式カラーフィルタ３０２と、インテグレータロッド３０３であり、これ
ら発熱部材は、光源装置１０５の近傍に配置されている。
【００１９】
　本実施の形態１において用いたライトバルブ１０６は、多数の微小なミラーを駆動させ
ることにより画素を形成し、リレー光学系３０４から照射された照明光から入力信号に応
じて映像を生成するデバイスであるが、これは小型の反射型液晶パネルや透過型の液晶パ
ネルであっても構わない。
【００２０】
　図２に示すように、光源装置１０５は、発光管２０１、反射鏡２０３、反射鏡２０３の
開口面を封じる前面ガラス２０４、反射鏡２０３および前面ガラス２０４を保持するラン
プホルダー２０５により構成され、光源装置１０５の外形は、ランプホルダー２０５の外
形にほぼ相当している。ここで、反射鏡２０３は、冷却風を反射鏡２０３内部に導入、外
部に排出するための切り欠き部２０２（２ヶ所）を備えており、また反射鏡２０３の中心
部において、発光管２０１を保持する構造である。また、反射鏡２０３は、発光管２０１
から出射された放射光を集光したり、平行光にしたりするために、発光管２０１側の内面
は回転楕円面もしくは放物面であるか、もしくはそれに近い非球面形状である。
【００２１】
　前面ガラス２０４は、通常ガラス平板であるが、これはレンズ形状であっても構わない
。なお、この光源装置１０５は、電気回路基板１０９から給電され、制御回路基板１０８
からの入力信号を受けた光源駆動回路２０６により点灯、駆動される。
　発光管２０１は、本実施の形態では超高圧水銀ランプであるが、代わりにメタルハライ
ドランプやキセノンランプなどの放電ランプを用いても構わない。
　本例では、光源装置１０５は、図２、図３中の左右方向での右側に配置される。
【００２２】
　光源装置１０５を冷却するために、光源装置１０５全体を内包する排気ダクト１１５が
、下部筐体１０４内（図２、図３中における右側）に配設されている。排気ダクト１１５
は、図２、図４等にその断面形状を示すように、下部筐体１０４内において、スクリーン
面側に入口部が設けられ、下部筐体１０４の背面側に、吸気口１１１よりも高く配置され
た排気口１１８に接続された構造となっている。
【００２３】
　筐体内の、この排気ダクト１１５の入り口部には排気ファン１１６が保持されている。
排気ファン１１６によって、下部筐体１０４の内部の空気（吸気口１１１および電気回路
冷却口１１９から導入されている空気）を排気ダクト１１５内に吸い込み、光源装置１０
５側に向って冷却風として吹き付ける。光源装置１０５により熱せられた空気（冷却風）
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は、筐体背面側へ送られ、全て排気口１１８から、排気として筐体外に排出される。
　ここで、排気ファン１１６は、大きな風量を必要とするため、可能な限り大口径の軸流
ファンであることが望ましい。
【００２４】
　また、排気ファン１１６を大口径の軸流ファンとしたことで、より広い範囲に冷却風を
送ることができる。排気ダクト１１５の内部に、図２に示すように、光源駆動回路２０６
を配置し、排気ファン１１６から吹き付けられる空気（冷却風）の一部が、この光源駆動
回路２０６に吹き付けられるように構成することで、光源装置１０５の冷却と同時に、光
源駆動回路２０６も冷却することが可能となる。光源駆動回路２０６により熱せられた空
気も、排気ダクト１１５の内を通過して、排気口１１８から筐体外部に排出されるため、
光源駆動回路２０６を冷却するための専用の冷却ファンを必要とすることがなく、高効率
な冷却が可能となり、これに伴う低騒音化も可能となる。
【００２５】
　さらに、光源装置１０５（ランプホルダー２０５）の底面と排気ダクト１１５の間に吹
き込まれた空気は、排気ダクト１１５内の光源装置１０５下側に配設された投写光学装置
冷却ダクト１１７に導かれる。投写光学装置冷却ダクト１１７は、排気ファン１１６によ
る冷却風を、投写光学装置１０７と光源装置１０５の間の空隙に、その空隙の底面側の開
口部を介して導くものである。その空隙部分に導かれた冷却風は、投写光学装置１０７を
冷却した後、空隙部分上面側の開口部を介して排気ダクト１１５の内部に排出され、排気
口１１８を介して筐体外部に排出されるため、高効率に投写光学装置１０７を冷却するこ
とができる。なお、図２においては、光源装置１０５の下部に投写光学装置冷却ダクト１
１７が位置しているため、破線によってその形状および冷却風の経路を示すものとする。
【００２６】
　発光管２０１を冷却するために、反射鏡２０３の側方で、前面ガラス２０４近傍に設け
られた切り欠き部（開口部）２０２（図２に示すように、冷却風を導入する開口部と、反
射鏡２０３内部で温められた空気を排出する開口部が、それぞれ設けられている。）にラ
ンプ冷却用ダクト１１３を介して、ランプ冷却ファン１１２が接続されている。ランプ冷
却用ファン１１２から、反射鏡２０３の切り欠き部２０２を介して内部に冷却風を吹き込
み、反射鏡２０３に設けられたもう一つの切り欠き部２０２から、温められた空気がラン
プホルダー２０５の内部に排出され、ランプホルダー２０５の上面側に設けられた格子（
第二の格子に相当する。）から排気ダクト１１５の内部に排出され、排気口１１８から筐
体外部に排気として排出される。なお、排気口１１８には、後述するように、格子（第一
の格子）が設けられており、吸気口にも同様に格子等が設けられている。
【００２７】
　図２に示すように、ランプ冷却用ファン１１２には、上述したランプ冷却用ダクト１１
３に隣接配置された光学エンジン冷却用ダクト１１４が接続されており、ランプ冷却用フ
ァン１１２からの冷却風が、投写光学装置１０７と光源装置１０５の間に位置する空隙（
この空隙は、排気ダクト１１５内に位置している。）に、側面（ランプ冷却用ファン１１
２からの冷却風が導入される側の面）の開口部を介して冷却風を送り込み、投写光学装置
１０７を冷却後、筐体外へ排出される構造となっている。
【００２８】
　なお、ランプ冷却用ファン１１２は、高い風速を発生させることができるシロッコファ
ン等の遠心ファンを用いることが望ましい。このランプ冷却用ファン１１２は、下部筐体
１０４内の空気を吸気して、光学エンジン冷却用ダクト１１４およびランプ冷却用ダクト
１１３に冷却風を供給している。
【００２９】
　下部筐体１０４内において、排気ファン１１６が吸い込む空気は、吸気口１１１からラ
イトバルブ冷却用ファン１１０により吸い込まれ、投写光学装置１０７側に配置されたラ
イトバルブ１０６および制御回路基板１０８を冷却した空気と、排気ファン１１６とラン
プ冷却用ファン１１２により生じる負圧により、電気回路冷却口１１９から吸い込まれ電
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気回路基板１０９を冷却した空気であり、本構成においては、電気回路基板１０９を冷却
するための専用の冷却ファンを必要としていない。そのため、冷却風を筐体内に導入する
ために専用のファンを用いた場合と比較すると、より低騒音構造であると言える。
【００３０】
　図３に示すように、上述した排気口１１８の下端は、吸気口１１１の上端と同一線上あ
るいは、吸気口１１１の上端よりも上方に位置する。そのため、リアプロジェクタ１が壁
面に沿って設置された場合においても熱せられて比重の軽くなった排気により発生する上
方向の浮力が、排気口１１８の下方に位置する吸気口１１１により発生する下方向の吸引
力に対する抵抗力として働くため、高温の排気が吸気口１１１に吸い込まれにくくなる。
　さらに、同図に示すように、排気口１１８が吸気口１１１より右側に配置される場合、
排気口１１８の左端は、吸気口１１１の右端と同一線上あるいは、吸気口１１１の右端よ
り右側に位置する。そのため、吸気口１１１の中央付近にある吸引圧力の高い部分の影響
を受けて排気が吸い込まれることも抑制することができる。
　このように、吸気口１１１よりも排気口１１８が上方に位置し、なおかつ両者が上下方
向において重ならず、さらに、左右方向に見た場合においても、重なりを持たないような
配置とすることで、室内での配置に依存せず、排気が吸気に及ぼす影響を小さくすること
ができる。
【００３１】
　上述したように、吸気口１１１と排気口１１８が上下方向に重ならず、排気口１１８が
より高い位置に配置される構成、または吸気口１１１の上端と排気口１１８の下端が同一
線上に配置される構成としたことによって、排気口１１８は、排気ダクト１１５内の上方
部に配置され、光源装置１０５の枠体となるランプホルダー２０５の上面は、排気口１１
８の上端よりも低い位置に置かれる。そのため、ランプホルダー２０５上面の格子から漏
れ出た光は、排気口１１８側へ伝搬し、排気口１１８を構成する格子の形状によっては、
筐体外へ、光が漏れる場合が考えられる。ここでは、筐体外への光漏れを防止する格子構
造について説明する。
【００３２】
　図６は、この実施の形態１における、排気口１１８と光源装置１０５が主として示され
た要部断面図（スクリーン面に対して垂直な断面）である。
　下部筐体１０４の垂直方向に広がる背面には排気口１１８が配置され、その排気口１１
８には、水平方向に伸びる第一の格子（水平格子）１１８ａが垂直方向に所定の間隔で連
続的に配置されている。第一の格子１１８ａは水平方向に所定幅で広がる平板状の部材を
連続配置してなり、図６では、第一の格子１１８ａの所定幅（奥行き）は２０ｍｍ、格子
の間隔は８ｍｍに構成されている。第一の格子１１８ａは、下方向の視野角を水平面より
２２°以下に制限することができる。別の言い方をすれば、死角となる角度は、垂直面よ
り６８度となる。
【００３３】
　一方、光源装置１０５のランプホルダー２０５の上部にある開口部には、第一の格子１
１８ａと同方向（水平方向で、なおかつスクリーン面（または筐体背面）に平行は方向）
に伸びる第二の格子２０５ａを備えており、第二の格子２０５ａは、高さ（奥行きに相当
する。）５ｍｍ、格子間の間隔１０ｍｍとなるように構成されている。光源装置１０５内
部から見て、背面側方向の視野角を鉛直面から６３°以下に制限することができるため、
水平面から２７度以下は死角になる。これら二つの格子（１１８ａ、２０５ａ）を組み合
わせることにより、排気口１１８と光源装置１０５の位置に関わることなく、筐体外から
光源装置１０５の内部を見ることができない状態を作り出すことができる。
【００３４】
　また、これらの格子は、冷却風の流れに沿って設置され、十分な開口部が確保されてい
るため、冷却効率を低下させることなく、光源装置１０５の内部から排気口１１８を介し
て筐体外へ漏れる光量を低減し、効果的な遮光を行うことが可能である。
　なお、上述の図６に示すように、排気口１１８に設ける格子１１８ａを、奥行き（水平
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）方向に広がりを持つ直線部材とするのではなく、図４に示すように、奥行き方向に高さ
の変化を持つ（波打つ）断面形状の部材とすれば、その波形状に依存して遮光性能を変化
させることができる。
【００３５】
　次に、上述した格子構造との比較例として、格子を作り込む排気口１１８およびランプ
ホルダー２０５を構成する部材の厚さ（肉厚）を利用し、その厚さを格子の奥行き方向に
おける幅、あるいは高さ方向における幅とした場合の遮光状態について説明する。
　図７は、図６と同様の部分を示すリアプロジェクタの要部断面図である。図示したよう
に、排気口１１８を備える下部筐体１０４の肉厚は通常３ｍｍ以下（ここでは３ｍｍとす
る。）であり、排気口１１８となる開口部に設けた水平方向に伸びる格子１１８ｂの間隔
が２ｍｍであれば、水平方向２７度以下が筐体外からの視野角となる。一方、ランプホル
ダー２０５の肉厚は通常２ｍｍ以下（ここでは２ｍｍとする。）であり、ランプホルダー
２０５の上面に備えられた３mm間隔の格子２０５ｂであれば、後方向の視野角は鉛直面か
ら６３度以下となる。これらの格子による組み合わせが、光漏れが発生しない限界である
ことがわかる。
【００３６】
　しかしながら、上記の構成では十分な開口面積を確保できず、冷却の妨げとなるため、
間隔を大きくする必要があるが、光源装置１０５から筐体外への光漏れが発生してしまう
。これより、冷却の妨げとならずに光漏れを抑制するためには、排気口１１８側の水平方
向の格子１１８ｂに３ｍｍ以上の奥行き（高さ）、また、排気口１１８と対向するランプ
ホルダー２０５側の格子２０５ｂには２ｍｍ以上の高さが必要であることがわかる。
【００３７】
　以上のように、排気口１１８に備えるの水平方向に伸びる第一の格子１１８ａの奥行き
方向の幅をD１、間隔をL１、ランプホルダー２０５の上面に備える排気口と平行な方向へ
伸びる第二の格子２０５ａの間隔D２とその高さ方向の幅Ｌ２の間に、十分な開口面積を
確保した上で、arctan（Ｌ１／Ｄ１）＜arctan（Ｄ２／Ｌ２）の関係を持たせることによ
り、光源装置１０５内部から筐体（下部筐体１０４）外への光漏れが無くなることがわか
る。よって、上記の関係を満たすように第一の格子１１８ａ、第二の格子２０５ａを形成
することで、遮光の効率を高めることが可能となる。
【００３８】
　本発明の実施の形態１において、光源装置１０５および投写光学装置１０７を高効率に
冷却することができ、また低騒音化できるとともに、リアプロジェクタ１の設置状態に関
わらず、冷却効率が低下しにくく、光源装置１０５からの筐体（外部筐体１０４）外への
光漏れも無いリアプロジェクタ１を提供することができる。
【００３９】
実施の形態２.
　次に、本発明における実施の形態２のリアプロジェクタについて説明する。
　図８は、本発明の実施の形態２によるリアプロジェクタ１の、光源装置１０５を配置し
た高さでの水平方向の断面を示す横断面図である。
　実施の形態２によるリアプロジェクタは、実施の形態１の構成に加えて、電気回路冷却
ファン１２１を電気回路基板１０９の投写光学装置１０７側の側面に備える。この電気回
路冷却ファン１２１により、吸気口１１１から取り入れた空気を、電気回路基板１０９に
冷却風として吹き付け、電気回路冷却口１１９から排出することが可能となる。このよう
な構成のリアプロジェクタ１では、電気回路冷却ファン１２１により高効率に電気回路基
板１０９を冷却すると共に、排気ファン１１６により排熱する熱量を減らすことができる
ため、排気ファン１１６の回転数を下げることが可能である。また、電気回路基板１０９
を冷却した空気を排気ファン１１６が吸い込まないように、電気回路冷却口１１９から排
出する経路を得ることでも、排気ファン１１６に与える負担を軽減することができる。
【００４０】
　なお、図９は、本発明の実施の形態２によるリアプロジェクタ１の背面外観を示す背面
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も考慮し、電源回路冷却口１１９から排出される排気が、吸気口１１１に影響を及ぼすこ
とを抑制するために、電源回路冷却口１１９の下端は吸気口１１１よりも上部に配置する
ように構成する。
【００４１】
　このように、本発明の実施の形態２において、リアプロジェクタ１に、電気回路冷却フ
ァン１２１を設置することにより、実施の形態１のものよりも、排気ファン１１６の回転
数を低く抑制することが可能であり、排気ファン１１６において生じる回転音等の騒音を
低減することが可能であり、また電気回路基板１０９に冷却風を吹き付けて冷却できる構
成としたことで、冷却効率を高めることが可能となる。
　なお以上説明した実施の形態の他、本発明の要旨を超えない範囲内で、種々の変形実施
が可能なことは、言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】実施の形態１におけるリアプロジェクタの縦断面図である。
【図２】実施の形態１におけるリアプロジェクタの横断面図である。
【図３】実施の形態１におけるリアプロジェクタの背面側外観図である。
【図４】実施の形態１におけるリアプロジェクタの別の縦断面図である。
【図５】実施の形態１におけるリアプロジェクタのまた別の縦断面図である。
【図６】実施の形態１におけるリアプロジェクタの要部断面図である。
【図７】比較例として必要な、リアプロジェクタの要部断面図である。
【図８】実施の形態２におけるリアプロジェクタの横断面図である。
【図９】実施の形態２によるリアプロジェクタの背面側外観図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１　リアプロジェクタ　　　　　１０１　スクリーン　　　　　１０２　ミラー
１０３　上部筐体　　　　　　　　１０４　下部筐体　　　　　　１０５　光源装置
１０６　ライトバルブ　　　　　　１０７　投写光学装置　　　　１０８　制御回路基板
１０９　電気回路基板　　　　　　１１０　ライトバルブ冷却用ファン
１１１　吸気口　　　　　　　　　１１２　ランプ冷却用ファン
１１３　ランプ冷却用ダクト　　　１１４　光学エンジン冷却用ダクト
１１５　排気ダクト　　　　　　　１１６　排気ファン
１１７　投写光学装置冷却ダクト　１１８　排気口　　　　　　　１１８ａ　第一の格子
１１９　電気回路冷却口　　　　　１２０　ランプカバー
１２１　電気回路冷却ファン　　　２０１　発光管　　　　　　　２０２　切り欠き部
２０３　反射鏡　　　　　　　　　２０４　前面ガラス
２０５　ランプホルダー　　　　　２０５ａ　第二の格子　　　　２０６　光源駆動回路
３０１　紫外線フィルタ　　　　　３０２　回転式カラーフィルタ
３０３　インテグレータロッド　　３０４　リレー光学系　　　　３０５　投写光学系。
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